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「左傾学生 ・ 生徒」 調査 を読む

竹内 洋 （京都大学）

1　 左傾 学 生 の 時 代

　 昭 和 八 年 二 月 二 〇 日、作家 小 林多喜 二 が、治安維

持法違反 の か どで 逮 捕 され 築 地署 に 送 られ た。三 時

間に お よ ぶ 凄惨 な拷問 で そ の 日 の 午後 七 時四 十 五 分 、

死 亡 した。そ れから
一

ヶ 月 ほ どの ち三 月 二 九 日 午前

九 時。著名な華族 の 三 女 岩 倉靖子 が 治安維持法違反

で検挙 され た 。 罪状 は 厂目遂、党技術部 メ ン バ ー、

党 運 動 資金
一

九 八 円 ヲ 提 供 」。こ こ で 「目遂」 と い う

の は治安維 持 法 に お け る 国体を変革す る こ と を 目的

と した 「結社 ノ 目的遂行 」 罪 の 略 語 で あ る 。 兄 嫁は

じめ家人 は 動 転 した が、靖子 は 着替 え を し落 ち 着 い

た よ うす で 連行 され た。靖 子 に 取 り乱 した 様 子 が な

か っ た の は 、二 ヶ 月 以上 前 の
一

月十八 日に は華族 の

な か か ら最 初 の 検挙者炉で 、二 月に 学習院高等科卒

業 の 数 人 が 検 挙 され て い た か ら、靖子 は こ の 日 の く

る こ とを予 期 し て い た か らか も しれ な い 。

　 靖子 の 父 は明治 の 元 勲岩倉具視 の 孫公 爵具張。母

は西 郷 隆盛 の 弟 西 郷従道 の 娘桜子 で あ る。靖子 は 学

習 院 女学 部 、日本 女 子 大 学校附属高等女学校を経 て 、

日本女 子 大学校英文 科 に 進 学す る。．昭 和七 年三 月、

花嫁修行 の た め 大 学 を二 年で 中退す る。靖子 は 、日

本女子 大学校在学の こ ろ か ら共 産 党シ ン パ だ っ た。

　靖子 が検挙 され た 昭 和 八 年 の 共 産 党 関係 検挙者 数

は、過去 最高 で
一

万 四 千 六 百 二 十 二 人。しか し、起

訴 に な っ た 者 は八 ・
八 ％ （

一
二 八 五 人 ）だ っ た 。 靖

子 と同 じ三 月 に検挙 され た左 傾華族の ほ とん どは す

ぐに 「悔 悛 」 し、一、二 ヶ 月 で 釈 放 され た。靖 子 は 、

特高に よ っ て どの よ うな 活動 を誰 とお こ なっ た か を

書 く よ うに い わ れ た 。応 じれ ば靖子も
一、ニ ケ 月で

釈放 され た は ず で あ る。しか し、靖子 は否 認 をつ づ

け た 。 治安維 持 法 違反受刑者の 半数 以 上 は、近親愛

な どで 転 向 した とい われ る が、靖子 は 家族や知 人 の

説 得 に もお お じな か っ た。

　 七月 三 日に 起 訴 され 、市 ヶ 谷刑務所に 収監 され る。

獄 中で は 、板敷 き の 床 に 端 座 し、板机 に むか っ て 静

か に 読書 し て い た。同年
一

二 月 十一fi釈放 。八 ケ 月

半 ぶ りで 自宅 に 戻 る 。そ の 十 日後 、自室 で 頚動 脈 を

ナイ フ で切 っ て 自殺 す る。
「生 きて ゐ る こ と は、凡 て

悪結 果 を結び ま す 。 こ れ 程悪い こ とは な い と知 りな

が ら、この 態 度 を と る こ とをお許 し下 さい ませ
。

…・
」

とい う遺書を枕 も と に 残 して。二 十 一
歳を 目前 に し

た死 だ っ た （浅 見雅 男 『公 爵家の 娘』 リブ ロ ポ ー
ト、

一
九 九一年 、「純情な、余 りに 純情な岩倉公 令妹 の

死」 『サ ン デー
毎 日』

一九 三 四年
一

月 七 日）n

　 靖 子 の 検 挙 は 、女 子 大 を退 学 して か らだ っ た が 、

靖子 の よ うに 活 動 し、検挙 され た学生 は 当時、相 当

い た。こ の 年 （昭和 八 年 ） 専門 学校 以 上 の 学生 生 徒

で 検 挙 され た者 は 全 国で 六 二 七 人。大 学 生 四 四 三 人、

高等 学 校 生 徒
一

二 八 人、専門 学校 生 徒 五 六 人 で あ る。

この うち 女 子 は、大 学で 四 人、専門学校 で 六 人 だ っ

た。

　図 1 は 大正
一

四 年 か ら昭和一五年 ま で の 学生 （大

学 ・高 校 ・
専門学校 ・中等 学 校） の 左 傾 事 件 数 、検

挙者数、起 訴者 数、（学校 に よ る）処 分者数 の 推移 を

年度 ごとに み た もの で ある。事件数、検挙 者数 、起

訴者 数、処 分者 数 の い ず れ の 指標 に お い て も昭 和 三

年 か らの 増 加傾 向 が い ち じ る し い が 、昭 和 三 年 は

三 ・一五 事件 （三 月
一

五 日未 明か ら一道 三 府二 七 県

に わ た っ て 共産党、労 働組 合評 議 会、無 産 青年同盟

関係 者 な ど千 六 百人 の
一

斉検 挙 ）が あ り、左 翼運動

の 興 隆 の
一方 で 司 法当局 に よ る左 翼 活 動家 検 挙 が き

び し くお こ な わ れ だ した と きで あ る。事件数 と処 分

者数 は昭 和 六 年 、検挙者数は昭和 七 年、起訴者数 は

昭和 八 年 が ピークで 、昭和 九年以 後、い ず れ の 指標

にお い て も急速に 退 潮す る。

　左 翼 思想や運動 と連動 し て 授業料値 上 げ反 対 や学

友会解歡反 対 な どをス ロ ーガ ン に 同盟休校など の 学

校騒 動 も頻繁 に なる。左 傾学生の 時代 は 「学生 騒 動

慢 性 時 代 」 （大 正 十 五 年 か ら昭 和 六 年 ） （菊川 忠雄

『学 生 社 会 運 動 史』 中央公 論 社、一
九 三

一
年 ） で も

あっ た。そ して、こ うし た 学校 騒 動 の 背後 で は 左 翼

学生 の 指導者 が 糸を 引 い て い る とみ な され て い た。
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　 文部省 は、こ うした 左傾の 風潮や左 傾学 生 増 大 に

手 を こま ねい て い た わ けで はない。左傾教授を依願

退 官 に 追 い 込 ん だ り、新人会な ど の 学内の 杜 会科学

研 究 会 を 解散 させ た り し た。昭 和 三年 十 月 に は 専門

学務 局 内に 思想問題 に 対処す る学 生 課 を新 設 し （の

ちに学 生部、思想局、教学局に 格上げ され た ）、直轄

の 大学 ・高校
・
専門 学校 に 学生 （生 徒 ） 主 事 を設置

す る と と も に 、学 生 生 徒 の 思想講習、善導 講 師 の 派

遣、善導書籍 の 刊行 をお こ な う。ま た、一
般学生 生

徒の 生活調査や 処 分 され た り検挙 され た り した 左 傾

学生生徒調査をお こ な っ て い る。岩倉靖子 の と こ ろ

で 示 した 昭和 八 年 の 学校類型別 の 検挙 学 生 数や起訴

学生数 も こ う した 当 時 の 文 部省 調査 か ら集計 し た も

の で あ る。

　本 発表 は、こ の 時 期 の い くっ か の 左傾 学 生 生 徒調

査 を資料 に 三 つ の 課 題 に せ ま りた い 。ひ とつ は 、大

正 末 期 か ら昭 和 初 期 に か けて 検 挙 され た り、処 分 を

受 け た 左 傾学生 の 輪郭を描 く こ と で あ る。かれ らは、

成績が わ る か っ た り、貧 困 な家庭 の 出身者 だ っ た の

か 、そ れ と も逆 に 成 績が よ く富裕 な家庭の 出 身者 だ

っ たの か 。 ふ た つ め は、母集 団 に あ た る 学 生 数 を 考

慮 しな が ら ど の よ うな学校類型 （高等学校 ・専門 学

校 ・大学） が 左 翼運 動に よ る検挙学生 を多 く輩 出 し

た の か。そ れ は ど うして なの か e 三つ め の 課題 は、

左 傾学 生 は 司 法 当局 や 学 校 か ら処 分を受 け た が 、そ

うし た 処分に 学 校 差 はなか っ た の か
「
ど うか 、男 女 差

は な か っ た の か ど うか。あ っ た と した ら、どの よ う

な 差 が あ り、な ぜ そ うい う処 分 の 軽重 の 差 が で た の

だ ろ うか。

2　 健 康 ・家庭 ・成 績

3　 検挙学生輩 出率

4　 分散す る制裁 の まなざ し

5　 お わ りに

　こ れま で の 知見をま とめる と、つ ぎの よ うに なる。

お よそ 調査 は、謁査 項 目か ら調 査 者 の 嚮導仮説 が 読

み 取れ る もの だ hS、昭和初 期 の 左 傾学生生徒調 査 の

調 査 項 目 をみ る と、二 つ の 嚮導仮説 が 読み取れ る。

ひ とつ は 左傾学生 に 不 健康、貧 困、成績不 良、家庭

　欠陥 な どの 属性的 特質が あ りは しな い か と い う仮説

　で あ る。再 分 析 の 結果 こ うした仮説 は 棄却 され た 。

　もうひ とつ の 仮 説 は、左 傾学生 の 学校 類 型 別 の 差 異

　であ る 。 この 仮 説 の ほ うは有効で ある。輩 出 率 な ど

　の新 た な指標 を加 え て の 再分析の 結果 は 、 高等学校

　が左 傾 運 動 の 母 胎 とな っ て い た こ と、ただ し高等学

校生 は い ち早 く左傾 運 動 に コ ミ ッ トした が 、左 翼活

　動か らの 撤退 も 早 か っ た。左傾学 の 処 分 な ど の 制 裁

　は、帝国大学生 に相対的 に 寛大で、専門学校生 や 女

子学生 に は厳 しか っ た。以 上 が左傾 学 生 ・
生徒調査

の 再 分 析 か ら得られ た 知 見 で あ る 。

　 図 1 に み る こ とが で き る よ うに 昭和九年 以 後 、学

生の 左 傾活動も学生騒 動 も停 滞す る。学 内で ビ ラ が

まか れ た りデモ が お こな わ れ る こ とが ほ と ん ど な く

な っ た。左 傾 学 生 の 時代 の 終 わ り と と もに 、学 生 気

質の 変質言 説 も多 く な る。最近 の 学 生 に は 専 門 知 識

以外 の 政治経済や思想 が 無 知 で 内 省が 乏 し く、功利

的な 「類似イ ン テ リ」 学生が 氾濫 して い る （大宅壮

一 「類 似 イ ン テ リの 氾 濫 」 『中央公 論』
一九 三 七 年三

月号）とか、学校 の 勉強 以外 は 大 衆 雑 誌 で あ る 『キ

ン グ』程度 しか 読 ま ない ∫キン グ学生 」 （三 木清 「学

生 の 知 能低下 に就 い て 」 『文 藪春秋』
一九 三 七 年 五 月

号） が 多 く な っ た、とか の 言 説 が 登場する。昭 和 十

三年 に あ る 新聞 記者 は 座 談会 で 端 的 に っ ぎ の よ うに

述べ て い る。「昭 和 六 七 年 の 所謂社会運動 の 盛 ん な

頃に は、大 学 とい ふ もの が 非常に 非難され た け ど も、

人間 と して は あ の 時 分 の 学生 は、今 の 連中 よ りは 出

来 て ゐ る と思ふ な。今 の 連 中 は 型 に 嵌 つ で、今 の は

何だ か 官 吏 の 息子さん 達 の や うな 感 じが し ますね」

（「座 談 会　若 き イ ン テ リは語 る」 『日本評論』
一

九

三八 年 九 月 号）。

　学 生 が左 傾運動を して い た 時 代や学生 騒 動 が あ っ

た こ ろ の 学生 は 「人 間 と して 出来て い た 」 「今 の 連中

ほ型 に 嵌 て い る」 と い うノ ス タル ジー
が は じま っ て

い る。ど こ か で 聞い た 話 で あ る 。 さらに、左傾 学 生

の 時 代がお わ っ た 昭 fa十 年 代 初期 に 高等学校 や 大 学

な どの エ リート学生 が 霊術を行使 す る 「ひ と の み ち 」

教団 に 多数入 信 した こ とが ニ ュ
ース と なっ た。これ

もま た わ れ わ れ がつ い こ の 間 経 験 した こ とで は な か

ろ うか。
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